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“毛矢の繰舟”体験
け や くり ふね 4月2日㊏～10月23日㊐

※期間中（4、5、6、8、10月）の主に第1・3土日に開催
※4月2、3日、8月5日、10月8、9日は夜間運航を実施予定。
　詳細は裏面をご覧ください。
※天候や水位の状況により中止・延期する場合があります。
　毛矢の繰舟ホームページでご確認できます。

〈場　　所〉
〈開催時間〉
〈夜間運航〉
〈主　　催〉

足羽川九十九橋上流舟着場
午前10時～午後４時
午後  6時～午後9時
福井県
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「毛矢の繰舟」とは江戸時代に
おこなわれていた舟の渡しです。

　慶長18年（1613）ころには、足羽川左岸の毛矢地区
に居住した武士の登城に配慮して「毛ヤノハシ」とい
う小さな橋が架けられていたが、まもなくこの橋は廃
止されて繰舟で渡るようになった。しかし、貞享の半
知で毛矢家中町が空き地となると繰舟も廃止された。
しかし松岡藩の併合により毛矢家中町が復興される
と元文４年（1739）10月繰舟の復活が許可され、同年
12月には武士の御用や急用のための使用、家中の扶
持人や召使の使用、そのほか町医・針立などの医療関
係者や盲人などの繰舟使用が認められた。ただし旅
人や庶民の乗船は堅く禁じられた。たとえば宝暦９年
（1759）には、町人を乗せた毛矢船頭が「押込」の処
罰を受けている。なお、文久２年（1862）由利公正の
発起により、繰舟場に橋が架けられたことから繰舟は
廃止された。公正が「幸なるかな」と喜んだことから
幸橋と名づけられたとされるが、大橋（現九十九橋）
に対して新橋とも呼ばれた。

〈福井市史  一部加筆〉 ※「毛屋」は、現在の地名である「毛矢」で統一しています。

福井城下図屏風「毛矢町繰舟」　福井市立郷土歴史博物館所蔵

●着色部が運航日です。
　印は、夜間運航です。
7月、9月は運航しません

福井県土木部河川課
〒910-8580　福井市大手３丁目17番１号　９階
TEL.0776－20－0480　FAX.0776－20－0696
http://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kasen/seibi/kurifune.html
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五箇条の御誓文の
草案を起草し、

太政官札を発行した

福井の偉人
由利公正
ゆ り きみ まさ

明治維新における由利公正の功績
①「五箇条の御誓文」の草案を起草

②我が国最初の全国通用紙幣である「太政官札」を発行

③新たな産業や資本主義の育成により、国家の近代化や国富を
推進する「殖産興業政策」を推進

④東京府知事任命後に発生した大火を受け、銀座大通りの拡
幅や不燃性の煉瓦建築等、「東京不燃化計画」を策定・実行

⑤板垣退助らと「民撰議院設立建白書」を提出し、政府に対し
て国民選出議員による議会開設を要望
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福井市立郷土歴史博物館　提供

　由利公正は、幕末・明治期の政治家
です。
　文政12年（1829）、現在の福井市
毛矢１丁目に福井藩士三岡義知の長
男として生まれました。初め石五郎、
後に八郎、公正と改名しました。また、
明治３年（1870）以後は、先祖の旧姓
の由利を名乗りました。
　横井小楠に師事し、藩の財政建て

直しを含む、藩政の改革に貢献しました。
　明治新政府の成立後は太政官札（新政府の発行した最初の
紙幣）を発行するなど、財政基盤の整備や、「五箇条の御誓文」
の原案となった「議事之体大意」を作成しました。
　その後、東京府知事となり、銀座通りの整備等を行いました。
　また民撰議院設立建白書にも名を連ね、明治42年（1909）
に、81歳で亡くなりました。

よこ いしょうなん

だ じょうかんさつ

ご

ぎ じ の ていたい

みんせん ぎ いんせつりつ けんぱくしょ

い

ご せいもんかじょう


